
社会資本総合整備計画（第３回変更）

中心市街地地区都市再生整備計画

平成２６年２月

和歌山県　海南市



平成 ２５年 ２ 月 ２５ 日

1 中心市街地地区都市再生整備計画

平成２２年度　～　平成２６年度　（５年間） 海南市

中心市街地に魅力があると感じている市民の割合を10.8%（H21）を25.0%（H26）へ増加

中心市街地の人口が減少する中、年間約60人減少となってものを、本計画に基づき居住環境の向上を図ることで減少の半減を図る。（3,273人（H21）から3,120人（H26））

海南市民病院の年間利用者数を119,508人（H21）から165,000人（H26）へ増加

（H21） （H24末） （H26末）

Ａ1　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H22 H23 H24 H25 H26

1-A1-1 都市再生 一般 海南市 直接 878

合計 878

Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

合計 0

番号 備考

1-B-1

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

合計 0

番号 備考

社会資本総合整備計画（都市再生整備）
計画の名称

計画の期間 交付対象
計画の目標

大目標　安心・暮らしの潤いを基本に、多様な人々が惹かれる　賑わい拠点の再構築
　　目標１：生活利便性の向上を図る
　　目標２：安心して暮らせる居住環境を創出する

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
878百万円 Ａ 878百万円 Ｂ 0百万円 Ｃ 0百万円

効果促進事業費の割合
0.0%

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

交付対象事業

事業者
要素となる事業名

市町村名
全体事業費
（百万円）（事業箇所）

要素となる事業名
事業内容

市町村名
事業実施期間（年度）

海南市 区域面積　Ａ=67ha 海南市中心市街地地区

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容

番号 事業者
（延長・面積等）

住民基本台帳による中心市街地内の人口

10.80%

一体的に実施することにより期待される効果

一体的に実施することにより期待される効果

市町村名
港湾・地区名

全体事業費
（百万円）

全体事業費
（百万円）

毎年実施している市民アンケート結果から設問「中心市街地に魅力があると感じている」に対する「そう思う」、「やや思う」と感じる市
民の割合を算出する。 ― 25.00%

3,273人

119,508人

―

―

3,120人

165,000人海南市民病院の年間利用者数（入院・外来）



（参考図面）都市再生整備

計画の名称 1 中心市街地地区都市再生整備計画

計画の期間 海南市交付対象平成22年度　～　平成26年度　（5年間）
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1‐A1‐1 中心市街地地区都市再生整備計画


